
（第26号）山之松

　
　
　
　
場
番
所

　
　
　
　
　
1
1
印

　
　
　
　
　
　
ロ

長
　
　
　
　
役
・
鰯

訂
　
所
m
き

藤
号
蔚
かっ

佐
6
行

ま
2
　
　
之
あ

割
第
発
山
詳

題
　
　
之
話
高

　
　
　
　
㌦
鰍

農
業
委
員
無
投
票
で
濠
凄

松
之
山
町
農
業
委
員
選
挙
は

九
月
十
日
立
候
補
届
出
が
締
切

ら
れ
、
つ
ぎ
の
方
々
が
無
投
票

当
選
と
き
ま
っ
た
。

相
沢
喜
代
治
48
才
水
梨

山
岸
定
佐
久
5
1
新
山

保
坂
徳
太
郎
61
　
北
浦
田

小
野
塚
肇
41

飯
塚
寿
栄
55

村
山
英
一
33

大
見
徳
次
郎
5
9

村
山
正
英
38

山
口
仁
一
郎
55

佐
藤
善
春
38

光
間
中
立
山

坪
野
下
蝦
池

橋
詰
黒
倉
天
水
越

　
　
　
轍

一－新町

長
、
新
議
員
決
る
」

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
う

町
長
選
挙
に
あ
た
り
、
ご
激

難
鍵

龍
轄
疑
顎
．
棘
一
鰻
輩
範
雛

（1〕昭和42年9月15日

ご
挨
拶

糊　　繋　簸擬

町
長
佐
藤
重
孝

　　　　歯ハ

糖瓢

孟

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

霧
羅
ゆ
赫
塾
講
籔
膿
鐸
竺
驚
騨
端
騨
蔽

潔
、
正
義
を
理
念
に
町
政
の

発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に

渾
身
の
努
力
を
傾
注
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
　
　
－

何
卒
旧
に
倍
す
る
ご
指
導
．
こ

鞭
握
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
極
め
て
簡
単
で
ご
ざ
い

ま
す
が
お
礼
か
た
が
た
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

簑竃毫

『
ー
議
長
に
村
山
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵

副
議
長
に
佐
藤
氏
延

　
刈
り
入
れ
の
前
哨
戦
と
も
い
う
べ
き
町
長
、
町
議
選
挙
は
、
七
日
間
の
激
戦
を
終
え
、
九

月
一
日
に
は
、
佐
藤
新
町
長
な
ら
び
に
、
別
掲
の
新
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
当
選
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
の
議
員
選
挙
は
、
前
回
昭
和
三
十
八
年
に
比
べ
　
定
数
が
四
議
席
減
り
二
十
二
議

席
と
な
っ
た
た
め
、
二
十
七
名
の
立
候
補
者
に
と
っ
て
は
、
最
後
の
瞬
間
ま
で
余
断
を
許
さ

な
い
情
勢
で
し
た
。
　
、
各
候
補
と
も
、
島
田
婦
人
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
明
正
選
挙
の
白
パ

ラ
を
胸
に
真
剣
な
取
り
組
み
を
続
け
、
緊
張
の
中
に
も
明
る
さ
の
あ
る
選
挙
で
し
た
。

　
改
選
に
よ
る
党
派
別
議
席
は
無
所
属
二
十
名
、
社
会
党
一
名
共
産
党
一
名
と
な
っ
て
お
り

年
令
別
に
は
三
十
才
台
三
名
、
四
十
才
台
五
名
、
五
十
才
台
八
名
、
六
十
才
台
六
名
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
議
員
の
平
均
年
令
は
五
十
一
、
七
才
で
前
回
に
比
べ
二
、
一
才
の
増
令
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
新
旧
別
で
は
、
現
十
一
新
十
、
元
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
方
々
も
、
政
策
の
最
重
点
と
し
て
医
師
の
増
員
確
保
と
診
療
所
設
備
の
充
実
、
農
業

後
継
者
問
題
、
災
害
の
完
全
復
旧
な
ど
を
主
張
さ
れ
て
お
り
、
数
多
い
歴
史
的
な
課
題
を
山

積
し
た
議
会
の
前
途
は
決
し
て
平
た
ん
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
写
真
は
九
月
六
日
の
議
場
】

麟

山政光氏

懸
響

　
、
雛
認
灘
総

藤五良治氏

副
萎
員
長
　
　
佐
藤
彦
平

委
　
　
員
　
　
小
野
塚
光
男

　
〃
　
　
　
久
保
田
勢
策

　
〃
　
　
　
山
岸
政
栄

産
業
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　　　　　　饗。　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　犠　　　　　　　騨騨菊帯’

　
つ
ぎ
に
新
議

会
議
員
を
．
こ
紹

介
し
ま
す
。

　
政
見
は
各
位

よ
り
、
こ
寄
稿
い

た
だ
い
た
も
の

で
す
が
、
当
選

前
に
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
も
の

及
び
当
選
後
に

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、

文
面
に
若
干
時

期
的
な
ず
れ
の

あ
る
部
分
の
あ

る
こ
と
を
ご
了

承
ね
が
い
ま
す
。

無
所
属
佐
藤
彦
平
6
0

改
選
後
初
の
町
議
会
は
、
九

月
六
日
午
前
九
時
か
ら
町
役
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
町
長
よ
り
新
任
の
挨
拶

が
あ
っ
た
の
ち
、
新
議
員
中
の

最
年
長
者
若
月
又
義
氏
が
臨
時

議
長
と
な
っ
て
日
程
に
は
い
り

ま
し
た
。
　
ま
ず
議
長
の
選
挙

が
行
な
わ
れ

　
村
山
　
政
光
　
　
　
一
九
票

　
小
野
塚
吉
三
郎
　
　
　
一
票

滝
沢
重
介
　
　
　
　
一
票

　
白
票
　
　
　
　
　
　
一
票

で
村
山
政
光
氏
が
議
長
に
選
出

さ
れ
副
議
長
選
挙
で
は

　
佐
藤
　
五
良
治
　
　
一
二
票

　
小
野
塚
吉
三
郎
　
　
一
〇
票

で
佐
藤
五
良
治
氏
が
副
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
常
任
委
員
の
選

任
が
行
な
わ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会

養響養

　長

土
木
委
員
会

委
員
長

高
沢
佐
平

福
原
庚
造

若
月
又
義

村
山
吉
太
郎

璽
双
終
治

滝
沢
重
介

責額
長

小
野
塚
吉
三
郎

田
辺
一
夫

布
施
源
一
郎

相
沢
長
男

松
沢
保
雄

社
会
厘
生
委
員
会

委
員
長
　
　
樋
口
藤
夫

副
委
員
長
　
　
本
山
房
太
郎

委
員
　
　
　
樋
口
彦
市

　
　
　
　
　
村
山
正
民

農
業
委
員
に
田
辺
氏
監
査
委

員
に
山
岸
氏
ゼ
選
任

　
当
日
の
議
会
で
は
、
議
会
選

出
農
業
委
員
に
田
辺
一
夫
氏
を

ま
た
監
査
萎
員
に
山
岸
政
栄
氏

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

　
私
の
主
張

一
町
内
道
路
網
並
び
に
橋
梁
の

璽
一
松
之
山
町
の
生
産
性
を
高
め

農
業
構
丘
婁
口
と
経
営
安
定

一
観
光
に
結
ぶ
物
産
の
生
産

一
副
業
的
家
畜
の
奨
励

一
教
育
の
振
興
と
後
継
者
対
策

一
緑
の
郷
土
建
設
と

植
林
振
輿

一
幸
せ
を
高
め
明
る
く
魅
力
あ

る
福
祉
松
之
山
町
の
建
設

　
　
無
所
属
田
辺
　
一
夫
㈲

こ
の
度
町
議
会
議
員
の
改
選
に

あ
た
り
多
数
有
志
各
位
の
御
推

薦
に
預
り
立
候
補
致
し
ま
し
た

所
御
懇
情
溢
れ
る
御
支
援
を
賜

わ
り
当
選
の
栄
を
得
ま
し
て
厚
、

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

立
候
補
の
御
挨
拶
に
も
申
し
上

げ
ま
し
た
様
に
前
回
の
体
験
を

い
か
し
　
一
層
町
の
発
展
の
た

め
に
努
力
し
　
皆
様
方
の
御
期

待
に
そ
う
様
励
む
覚
悟
で
お
り

ま
す
。
何
卒
御
べ
ん
た
つ
下
さ

い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま

こ
す
。

　
私
の
信
条

一
農
業
振
興
特
に
小
規
模
土
地

改
良
等
の
推
進

一
医
療
対
策
に
つ
い
て

一
町
村
道
の
整
備
改
良
に
っ
い

　
て
一
地
辻
り
対
策

一
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
整
備

一
農
村
婦
人
の
地
位
の
向
上
に

　
つ
い
て

　
　
無
所
属
菅
”
又
義
⑱

　
顧
り
み
て
私
は
、
過
去
四
十
「

年
間
の
政
治
生
活
を
通
じ
、
ま

た
今
回
の
町
議
選
挙
に
当
り
、

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
大
の

ご
支
援
に
対
し
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
議
会
活
動
を
私
の

最
後
の
ご
奉
公
と
深
く
肝
に
銘

じ
、
老
い
た
り
と
い
え
ど
も
幸

い
健
廉
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
精
い
っ
ば
い
、
働
き
た

い
と
意
を
新
に
し
て
お
り
ま
す

　
各
位
の
変
ら
な
い
．
こ
支
援
と

ご
べ
ん
た
つ
を
重
ね
て
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
無
所
属
相
沢
長
男
㎝

郷
土
に
強
い
愛
着
を
抱
ぎ
な
が

ら
も
離
町
す
る
人
が
続
い
て
居

り
ま
す
。
定
蒼
す
る
た
め
に
は

暮
し
を
支
え
る
収
入
と
、
保
健

と
、
子
供
が
立
派
に
育
つ
環
境

を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
致
し
ま
す
。

さ
し
あ
た
り
次
の
施
策
を
堀
り

下
げ
重
点
的
に
急
を
要
す
る
も

の
か
ら
促
進
し
た
い
と
考
え
て

居
り
ま
す
。

O
所
得
の
増
加

　
農
業
収
入
の
増
加

　
農
委
及
農
協
と
の
連
絡
強
化

　
出
稼
対
策
の
確
立

　
職
業
訓
練
の
実
施

O
保
健
対
策

　
医
療
の
充
実

　
多
発
疾
病
の
予
防
措
置

○
教
育
の
普
及

　
奨
学
金
制
度
の
可
否

O
土
木
事
業
の
推
進

　
道
路
の
改
修
及
舗
装

O
社
会
福
祉
の
増
加

無
所
属
軍
恩
連
推
薦

　
　
　
　
　
村
山
正
民
働

　
　
　
　
　
ま

ー
艦

一
、
町
政
の
刷
新
に
つ
い
て

　
私
が
町
議
に
出
る
決
心
を
し

た
の
は
、
現
在
の
町
行
政
が
あ

ま
り
に
も
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
的
で

無
策
に
す
ぎ
る
と
感
じ
る
か
ら

で
す
。
僻
地
松
之
山
町
の
振
興

の
た
め
、
町
政
の
一
大
進
展
と

新
風
を
送
り
、
あ
ら
ゆ
る
力
を

結
集
し
て
御
期
待
に
お
応
え
す

べ
く
決
意
を
新
に
し
た
次
第
で

す
。二
、
医
療
行
政
の
充
実

　
少
な
く
と
も
百
人
位
入
院

可
能
で
、
産
、
外
、
内
科
と
三

人
の
医
師
は
常
置
し
て
も
ら
う

よ
う
努
力
す
る
。

三
、
へ
き
地
振
興
対
策

　
県
道
無
雪
の
早
期
実
現
を
は

じ
め
農
道
、
耕
地
の
整
備
事
業

に
対
し
て
も
暖
か
い
町
政
を
通

わ
せ
町
民
が
希
望
を
も
っ
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。

無
所
属
小
野
塚
巻
⑳

　
熱
意
と
努
力
を
信
条
と
し
て

常
に
議
員
と
し
て
の
姿
勢
を
保

ち
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
努
力
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

一
、
町
の
発
展
は
交
通
の
確
保

か
ら
で
す
。
特
に
冬
の
無
雪
道

路
確
保
と
そ
の
拡
天

二
、
中
央
診
療
所
の
新
築
、
医

師
の
招
致
を
計
る
。

三
、
産
業
振
興
の
た
め
積
極
的

な
墓
雍
整
備
の
実
施

四
、
教
育
振
興
の
た
め
生
徒
減

に
対
す
る
萎
芳
針
の
確
立
と

定
時
制
亜
棋
昇
格
に
努
め
る
。

6
松
之
山
の
櫨
踊
を
語
る

仲
秋
の
九
月
十
八
日
午
後
七

時
半
か
ら
凌
雲
閣
で
「
郷
土
の

歴
史
を
語
る
集
い
』
が
催
さ
お

る
。

　
講
師
は
柿
崎
高
校
教
諭
の
花

ヶ
前
盛
明
先
生
で
当
夜
は
「
管

領
塚
と
、
松
之
山
の
城
跡
踏
査

結
果
を
中
心
に
」
貴
重
な
講
話
、

が
あ
る
。

　
会
費
は
一
人
五
8
円
、
お

申
し
込
み
は
松
之
山
町
観
光
協

会
へ
。

五
、
真
に
観
光
地
松
之
山
を
つ

く
る
た
め
、
積
極
的
に
観
光
開

発
を
す
す
め
る
。

無
所
属
久
保
田
勢
繁
5
0

一
住
民
直
結
の
政
治
を
推
進
し

自
ら
の
姿
勢
を
正
し
町
民
の
意

志
を
反
映
す
る
議
会
の
確
立

一
地
方
財
政
の
確
立
と
住
民
負

担
の
軽
減
一
平
和
健
康
文
化
の

町
づ
く
り
以
上
私
の
基
本
的
な

姿
勢
で
あ
り
ま
す
町
政
に
あ
た

っ
て
具
体
的
な
政
策
は
一
診
療

所
を
町
中
央
に
施
設
し
て
医
師

の
誘
致
を
図
り
冬
季
入
院
可
能

な
医
療
機
関
の
早
期
実
現
一
農

業
生
産
を
高
め
る
町
の
施
策
を

充
実
す
る
一
出
稼
対
策
は
町
で

積
極
的
な
指
導
と
技
術
者
養
威

と
恒
久
的
対
策
を
図
る
一
道
路

整
備
の
拡
充
を
図
り
無
雪
道
路

の
実
現
に
つ
と
め
る
松
代
松
之

山
線
の
工
事
促
進
と
県
道
昇
格

運
動
を
続
け
る
一
へ
き
地
教
育

の
充
実
給
食
婦
代
町
費
負
担
中

央
プ
ー
ル
の
施
設
青
少
年
婦
人

対
策
図
書
嬉
の
施
設
と
保
育
所

の
充
実
を
図
る
。
以
上
私
の
主
、

張
と
政
策
を
簡
潔
に
述
ぺ
ま
し

た
。

共

産
党
　
滝
沢
重
蕊

一
命
と
健
康
を
守
る
た
め
全
訂

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
お
せ
住
民

　
　
　
　
　
（
二
面
へ
つ
づ
く
）

一75一



12）（第26号）山之松、
9月月15日

奉
仕
の
立
場
に
立
っ
て
、
緊
急

課
題
で
あ
る
医
療
問
題
を
解
決

す
る
様
に
努
力
し
ま
す
。

二
国
県
が
当
然
出
す
べ
き
金
を

町
の
予
算
か
ら
出
し
更
に
部
落

や
個
人
か
ら
出
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
元
負
担
を
な
く
し
血

税
を
正
し
く
使
い
町
民
の
利
益

を
守
る
た
め
努
め
ま
す
。
三
農

民
の
く
ら
し
を
よ
く
し
農
村
労

働者に

地
元
で
仕
事
と
食
え
る

賃
金
を
確
保
し
、
未
払
賃
金
労

働
災
害
を
な
く
す
た
め
頑
張
り

ま
す
。
四
国
県
の
責
任
に
お
い

て
地
辻
り
大
雪
な
だ
れ
火
水
害

交
通
災
害
を
な
く
す
た
め
、
根

本
的
な
対
策
と
工
事
を
徹
底
的

計
画
的
に
実
施
す
る
様
に
要
求

し
て
ゆ
き
ま
す
。

五
戦
争
を
憎
み
郷
土
を
愛
し
日

本
の
完
全
独
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

私
は
、
貧
農
で
茅
屋
根
と
び
職

井
戸
搬
を
し
か
た
わ
ら
農
村
労

組
叢
記
長
で
す
。

　
無
所
属
福
原
庚
造
励

一
，
農
業
の
振
興
と
積
極
的
な

．
観
光
行
政
に
よ
る
産
業
の
発

展
一
、
医
療
施
設
の
整
備
充
実
に

よ
る
医
療
問
題
の
早
期
解
決

一
．
教
育
の
機
会
均
等
を
基
盤

と
し
た
教
育
施
設
の
整
備
拡

，
充

一
、
無
雪
道
路
実
施
に
伴
う
道

路
の
拡
張
と
早
期
舗
装
促
進

に
ょ
る
道
路
整
備

無
所
属
松
沢
保
雄
G
9

　
主
張

一
医
療
問
題
の
解
決

■
町
長
、
町
議
選
挙
結
果

　
八
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
、

町
長
、
町
議
選
挙
の
確
定
得
票
、

数
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
按

分
に
よ
る
端
数
は
一
位
以
下
切

　
　
り
捨
て
ま
し
た
。

　
総
投
票
数
者
は
、
男
二
三
二

二
人
女
二
六
二
五
人
計
四
九
四

七
人
、
投
票
率
は
九
四
・
三
七

％
で
し
た
。

（
松
之
山
竪
馨
理
奮
会
）

◎
町
長
選
挙
蕾
禾

当
佐
藤
重
孝
無
　
三
八
〇
一
票

次
山
岸
石
松
共
　
一
〇
九
六

◎
町
講
選
挙
結
果

当
佐
藤
彦
平
無
二
四
二
・
三
票

〃
田
辺
一
夫
〃
二
四
二

〃
若
月
又
義
〃
二
三
五

〃
相
沢
長
男
〃
一
二
八

〃
村
山
正
民
〃
一
二
六

〃
小
野
塚
光
男
土
二
四
・
一

〃
久
保
田
勢
策
〃
二
一
四

当
村
山
政
光
夕
二
〇
八

〃
滝
沢
重
介
共
二
〇
四
・
二

〃
福
原
庚
造
無
二
〇
〇
・
五

〃
佐
藤
大
治
〃
二
〇
〇
・
三

〃
松
沢
保
雄
三
九
九

〃
本
山
房
太
郎
〃
一
九
七

〃
南
雲
終
治
無
一
八
八

〃
村
山
吉
太
郎
4
一
パ
七

〃
樋
口
藤
夫
社
一
八
六
・
五

〃
佐
藤
五
良
治
無
一
八
四
・
二

〃
山
岸
政
栄
土
七
八

〃
樋
口
彦
市
〃
一
七
六
・
四

〃
小
野
塚
吉
三
郎
土
六
九
・
八

〃
高
沢
佐
平
〃
一
五
〇

〃
布
施
源
一
郎
〃
一
四
五

次
本
山
林
一
〃
一
四
三

　
滴
沢
正
二
〃
一
三
五
・
七

　
高
橋
初
己
〃
一
三
五

　
村
山
藤
一
郎
〃
六
六

　
福
原
重
雄
〃
六
二
。
四

医
師
の
増
員
と
中
央
診
寮
所

の
設
置
（
常
時
産
院
の
設
備
〉

保
健
要
員
の
確
保

一
、
教
育
に
関
す
る
諸
問
題

動
購
。
．
謡
贈
蘇

高
校
の
全
日
制
昇
格

一
，
豪
雪
対
策

冬
期
間
交
通
の
確
保

道
路
の
早
期
舗
装

一
、
農
業
振
興
の
対
策

肥
か
ご
の
い
ら
な
い
農
業

農
道
の
新
設
と
整
備

　
後
継
者
の
育
成
と
嫁
不
足
の

繕畜産
事
業
の
奨
励

、
社
会
福
祉
に
つ
い
て

年
寄
に
は
希
望
と
夢
を

　
婦
人
に
憩
の
場
を
（
農
業
近

代
化
に
よ
る
休
日
制
の
実
施
）

　
　
無
所
属
佐
藤
大
治
幽

　
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、

社
会
的
経
済
的
発
展
を
期
し
、

明
る
く
豊
か
な
町
造
り
に
町
民

と
共
に
進
み
た
い
。

一
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
に
希
望
を
持
ち
安
心
し
て
生

活
で
き
る
様
、
土
地
改
良
農
道

整
備
に
力
を
置
き
た
い
。

二
、
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め

医
師
増
員
、
医
療
施
設
の
充
実

は
緊
急
の
問
題
と
し
て
特
に
努

力
す
る
。

三
、
地
域
格
差
、
交
通
事
故
防

止
の
た
め
道
路
交
通
網
の
整
備

は
極
め
て
大
切
で
あ
り
町
発
展

の
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
力
を
注

ぐ
。四
、
未
来
を
に
な
う
青
少
年
の

た
め
に
高
校
教
育
を
含
め
て
、

施
設
と
内
容
が
充
実
さ
れ
る
よ

う
、
努
力
す
る
。

無
所
属
本
峯

0
明
る
い
町
造
り
の
た
め
に

．
医
療
施
設
の
充
実
を
は
か
る

・
社
会
福
祉
事
業
の
徹
底

・
出
稼
対
策
の
確
立

◎
豊
か
な
町
造
り
の
た
め
に

．
農
道
を
整
備
し
能
率
の
増
進

と
増
収
を
図
る
。

．
地
域
に
合
っ
た
産
業
の
開
発

　
と
農
閑
期
を
利
用
し
た
副
業

　
の
導
入
を
す
る
。

・
温
泉
景
勝
地
雪
等
有
効
に
利

　
用
し
て
観
光
収
入
の
増
大
を

　
図
る
9

　
以
上
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て

　
一
層
実
現
に
向
っ
て
ま
い
進

　
致
し
た
い
と
念
願
致
し
て
居

　
り
ま
す
。

無所属村山

士
昊
郎
㏄

　
私
の
考
え

「
医
療
機
関
の
中
央
設
置

一
．
学
校
統
合
に
よ
る
設
備
の
充

実
一
、
町
農
道
の
改
良
整
備

一
．
農
、
産
業
発
展
の
た
め
に
指

導
体
制
の
強
化

一
、
天
然
資
源
と
観
光
開
発
の
推

進
一
、
冬
期
間
の
消
防
組
織
の
確
立

以
上
の
各
項
目
に
対
し
真
剣
に

努
力
し
ま
す
。

無
所
属
南
雲
終
治
㈲

一
農
道
の
整
備
と
後
継
者
対
策

著
し
い
文
化
発
展
の
ヒ
ズ
、
・
・

は
、
農
村
の
後
継
者
問
題
を
深

刻
に
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
人
達
は
町
の
農
業
が
一

層
機
械
化
さ
れ
、
近
代
化
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
そ
の
具
体
化
の
第
一
歩

と
し
て
一
般
道
路
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
就
中
農
道
の
整
備
を
強

く
主
張
し
ま
す
。

　
松
之
山
は
過
去
四
年
間
地
辻

り
の
復
旧
工
事
に
全
力
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
農
道
の

整
備
に
も
大
巾
な
補
助
金
を
計

上
し
て
、
積
極
的
な
開
発
指
導

を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
米
の
増
産
に

も
又
後
継
者
対
策
に
も
関
連
し

か
つ
町
の
青
壮
年
層
が
要
望
し

て
い
る
現
実
な
問
題
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
、

社
会
党
樋
口
藤
夫
G
9

菱
π
は
町
長
の
出
し
た
議
案
に

意
見
を
述
べ
町
民
の
声
を
町
政

に
反
映
す
る
場
で
あ
り
ま
す
。
「

何
で
も
賛
成
」
議
会
に
正
論
を

主
張
し
町
政
を
監
視
す
る
と
と

・
も
に
町
民
の
声
が
町
政
に
反
映

す
る
様
努
力
す
る
。

私
の
主
張

「
町
民
の
声
を
広
く
町
政
に
反

映
す
る
た
め
陳
情
請
願
の
窓
口

役
と
し
て
町
民
に
奉
仕
す
る
。

　
一
、
松
之
山
中
央
診
療
所
の
新
設

並
び
に
湯
本
浦
田
診
療
所
の

充
実
と
と
も
に
奨
学
金
制
度
に

依
る
町
内
出
身
の
医
者
の
養
成

に
努
力
し
た
い
。

　
一
．
松
之
山
農
業
の
発
展
の
た
め

農
民
の
自
主
的
意
見
を
基
本
と

し
て
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
共
同
養

蚕
発
展
に
努
め
農
業
予
算
の
増

大
を
図
る
。

　
一
．
出
稼
ぎ
組
合
を
強
化
育
成
し

町
独
自
の
労
働
災
害
補
償
制
度

を
確
立
す
る
。

　
一
、
学
校
給
食
費
と
教
科
書
の
全

額
町
費
負
担
並
び
に
学
区
毎
の

水
泳
プ
ー
ル
の
新
設
に
努
力
す

　
る
。

無
所
属
佐
藤
五
良
治
6①

立
候
補
に
あ
た
り
私
の
主
張

町
政
も
過
去
四
年
問
は
地
仁
復

旧
に
当
局
も
議
会
も
こ
れ
に
全

力
を
尽
く
し
た
関
係
で
教
育
産

業
社
会
更
生
関
係
の
仕
事
が
非

常
に
遅
れ
ま
し
た
。
こ
の
遅
れ

を
取
り
も
ど
す
た
め
教
育
関
係

で
は
学
校
統
合
と

高
校
の
全
日
制
実
施
、
産
業
関

係
で
は
構
造
改
善
事
業
や
県
の

山
村
振
興
の
指
定
を
受
入
れ
て

早
急
に
長
期
計
画
の
樹
立
観
光

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事

と
、
こ
れ
に
関
連
し
た
副
業
収

入
の
増
大
社
会
福
祉
関
係
で
は

医
療
施
設
の
充
実
中
央
診
療
所

の
改
築
と
医
師
の
増
員
に
よ
っ

て
医
療
の
完
備
、
以
上
の
完
全

実
施
が
現
在
の
松
之
山
で
最
も

急
を
要
す
る
主
要
施
策
で
あ
る

と
確
信
し
こ
れ
を
主
張
い
た
し

ま
す
。

無
所
属
山
岸
政
栄
60

　
へ
き
地
、
豪
雪
、
地
辻
り
な

ど
、
悪
条
件
の
多
い
、
わ
れ
わ

れ
の
町
で
は
、
当
面
、
次
の
点

に
力
を
い
れ
て
、
町
政
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
，
地
辻
り
災
害
の
早
期
復
旧
処

　
理
。

二
医
療
施
設
の
充
実
整
備

三
町
の
条
件
に
適
合
し
た
農
業

　
経
営
の
推
進
。

四
町
道
農
道
、
林
道
な
ど
の

　
改
修
、
整
備
。

五
教
育
施
設
の
充
実
、
と
く
に

　
高
校
の
全
日
制
確
立
。

六
観
光
施
設
の
整
備
と
、
水
資

　
源
の
開
発
。

無
所
属
樋
ロ
彦
市
励

清
潔
明
朗
公
平
無
私
を
信
条
と

し
て
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
奉

仕
し
特
に
次
の
点
に
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
人
命
醜
重
の
立
場
か
ら

　
医
療
施
設
の
充
実
に
努
力
し

ま
す
。
～

；
震
業
公
基
盤
で
あ
る
農
道
の

整
備
改
鼠
に
努
力
し
ま
す
。

一
冬
期
　
　
』
お
け
る
交
通
網
の
．

　
去
る
八
月
三
十
日
の
選
挙
に

は
多
大
の
御
支
援
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
昨
日
の
臨
時
町
議

会
に
お
い
て
四
た
び
議
長
の
指

命
を
受
け
ま
し
た
。
選
挙
前
に

お
話
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
議
長
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
を
得

ら
れ
、
親
し
み
の
あ
る
町
議
会

を
運
営
し
て
行
く
責
任
の
重
大

さ
を
今
さ
ら
の
様
に
痛
感
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
議
会
軽
視
と
か
議
決
の

尊
重
と
か
と
や
か
く
言
わ
れ
る

よ
う
で
す
が
、
議
会
の
権
威
を

高
め
る
唯
一
の
道
は
議
会
の
決

議
を
尊
重
す
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ

し
て
決
議
の
尊
重
は
役
場
当
局

ご
　
挨
　
拶

や
そ
の
他
議
会
外
の
方
々
か
ら

こ
れ
を
守
っ
て
頂
く
ば
か
り
で

な
く
、
何
よ
り
も
先
づ
議
員
各

位が自ら

決
議
し
た
こ
と
を
自

ら
重
ん
じ
て
こ
そ
議
会
の
権
威

確
保
、
県
道
に
限
ら
ず
町
道
に

到
る
ま
で
。

四
農
村
後
継
者
対
策
を
真
剣
に

　
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

無
所
属
小
野
塚
吉
三
郎
6
①

私
は
こ
の
よ
う
な
考
え
で
議
会

に
の
ぞ
み
ま
す
。
「
松
之
山
町

自
治
体
も
財
政
難
に
も
か
か
わ

ら
ず
町
民
の
望
む
要
求
は
年
々

大
き
く
成
っ
て
行
く
難
問
を
抱

い
て
い
る
実
状
で
あ
り
議
会
と

首
長
と
の
分
権
は
確
立
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
貧
困
か
ら
抜

け
出
す
に
は
議
員
町
長
と
も
に

一
体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
町
の
発
展
の
障
害
は
貧
困
で

あ
り
そ
の
原
因
は
病
で
あ
る
。

婦
人
会
か
ら
多
く
強
く
要
望
さ

れ
る
健
康
管
理
医
療
施
設
の
充

実
に
力
を
注
ぎ
医
師
の
な
い
町

と
な
り
た
く
な
い
。
三
北
越
線

の
開
通
と
共
に
松
之
山
町
に
新

し
い
町
つ
く
り
の
未
来
像
を
心

が
け
高
校
振
興
無
雪
道
路
の
確

保
観
光
産
業
の
発
展
に
国
県
の
き

施
策
と
相
ま
っ
て
町
道
の
整
備

と
町
橋
の
永
久
橋
化
に
議
員
と

し
て
最
後
の
情
熱
を
傾
け
た
い
。

　
　
無
所
属
高
沢
佐
平
細

　
主
張
し
た
い
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
が

松
缶
実
肇
警
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
き

備
し
医
師
看
護
婦
の
増
員
を
計

り
町
民
の
生
命
を
守
り
日
常
生

が
高
ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

自
分
は
議
会
で
決
議
さ
れ
た
意

見
と
は
反
対
の
意
見
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
自
分
は

そ
の
時
欠
席
し
て
決
議
に
加
わ

議
長

村画

政
光

活
に
不
安
の
な
い
様
早
急
に
実

現
す
る
事
。
学
校
教
育
並
び
に

保
育
所
施
設
の
充
実
を
計
り
よ

り
良
い
子
孫
の
育
成
に
努
力
す

る
事
。
交
通
安
全
の
確
保
の
為

に
町
道
を
整
備
開
拓
す
る
特
に

突
角
の
切
り
除
き
雪
崩
防
止
工

事
車
の
待
避
所
等
の
工
事
を
実

施
交
通
事
故
防
止
に
力
を
入
れ

る
事
。
冬
期
間
雪
に
埋
ま
り
有

閑
な
当
地
に
適
切
な
る
副
業
を

国
県
に
探
究
を
求
め
こ
れ
を
取

り
入
れ
て
現
金
収
入
を
増
し
生

活
費
の
補
充
を
計
る
事
。
議
員

に
私
が
選
ば
れ
た
な
ら
町
政
の

す
べ
て
に
公
平
無
私
住
み
よ
い

郷
土
建
設
確
立
の
為
に
頑
張
り

ま
す
。
各
位
様
か
ら
も
町
勢
発

展
の
為
一
層
の
御
声
援
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

無
所
属
布
施
遷
郎
6
＄

灘　有
志
各
位
の
御
推
薦
に
よ
り

三
度
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

過
去
の
議
員
在
任
中
の
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
を
反
省
し
今
後
は
立

ち
お
く
れ
て
居
る
松
之
田
町
の

諸
々
施
策
に
微
力
を
尽
く
し
た

い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

中
で
も
山
間
の
農
村
に
最
も
深

ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
何
を
喋

っ
て
も
構
わ
な
い
の
だ
と
い
う

考
え
で
自
分
の
立
場
を
良
く
し

よ
う
と
い
う
議
員
が
若
し
も
一

人
で
も
居
た
と
し
た
ら
、
そ
の

刻
な
問
題
で
あ
り
安
ん
じ
て
働

く
為
に
医
療
施
設
の
完
備
が
一
．

番大

切
な
問
題
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
次
は

　
農
村
振
興
の
為
の
諸
施
策
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
極
め
て
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
充
、

分
考
え
て
進
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
道
路
交
通
の
問
題

文
教
行
政
の
合
理
化
等
数
々
あ

り
ま
す
が
町
長
各
位
の
声
を
身

に
つ
け
て
一
つ
一
つ
解
決
を
し

て
行
く
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

纈

響
㊧
①
㊥

　
九
月
三
日
松
之
山
中
学
校
講

堂
で
新
し
く
成
人
と
な
っ
た
男

女
六
十
数
人
が
集
っ
て
行
な
わ

れ
、
町
長
か
ら
記
念
品
と
し
て

男
の
方
に
は
櫛
、
女
の
方
に
は

鏡
が
贈
ら
れ
た
。

人
羨
は
多
く
な
か
っ
た
が
、

松
之
山
で
将
来
も
頑
張
る
と
い

う
青
年
が
中
心
だ
け
に
、
町
政

に
対
し
て
素
朴
な
要
求
が
話
さ

れ
て
い
た
。

人
は
折
角
町
民
の
皆
さ
ん
の
清

き
一
票
で
得
た
議
員
の
地
位
を

自
ら
冒
と
く
す
る
ば
か
り
で
な

く
松
の
山
町
議
会
が
と
そ
だ
け

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
を
失

う
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
慎
重
な
審
議
、
充
分
な
話
合

い
、
少
数
意
見
の
尊
重
、
こ
れ

ら
の
結
集
が
潭
然
と
し
て
一
つ

の
決
議
に
な
っ
て
行
く
わ
け
で

す
。
何
卒
皆
さ
ん
の
益
々
の
御

協
力
を
お
願
い
し
て
御
挨
拶
と

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
九
月
七
日
記
）
き

人権ようご委員に

山岸恒治氏

大
字
新
山
（
ほ
し
ば
）
山
岸
恒

治
氏
は
、
本
年
新
に
法
務
大
臣

よ
り
人
権
よ
う
ご
委
員
の
委
嘱

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
よ
う
ご
委
員
は
国
民
に
保

障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を

守
り
、
そ
の
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
に
置
か
れ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
次
の
問
題

で
お
困
り
の
方
は
無
料
か
つ
他

に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
お
気
軽

に
そ
の
自
宅
へ
相
談
に
お
出
掛

け
下
さ
い
。

O
私
的
制
裁
人
身
売
買

村
八
分
強
制
圧
迫

　
教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
犯

酷
使
虚
待
、
差
別
待
遇

　
生
活
権
の
侵
犯
、
そ
の
他

　
お
困
り
の
問
題

子
宮
ガ
ン

　
検
診
お
わ
る

　
子
宮
ガ
ン
検
診
は
九
月
十
三

日
、
松
之
山
小
学
校
と
浦
田
小

学校の

ニ
ヵ
所
で
実
施
さ
れ
た

が
、
受
診
申
込
み
が
多
い
た
め

　
回
の
検
診
人
員
は
百
四
十
二

　
に
限
り
、
そ
の
他
の
方
々
は

年
の
検
診
に
ま
わ
さ
れ
た
。
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